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兵
本

核
日 不参カロを糾弾

器禁止条約に

広
島

・
長
崎
に

原
爆
が
投

下
さ

れ

て
７２
年
目
の

夏
、

７
月

７
日
、

連
日
の
酷
暑
を

心
配
し
て
、

例
年
よ
り
１
時
間
早

く
進
行
、

お
孫
さ
ん
連
れ
や
高
校

生
を
含
め
５
０
名
が
参
加
。

原
水

禁
岡
山
市
民
会
議

の
大
石
和
昭
議

長
は

「
国
連
が
採
択
し
た
核
兵
器

禁
止
条
約
を
安
倍
政
権
は
ア
メ
リ

カ
に
追
随
し
て
不
参
加
、

ヒ
バ
ク

シ
ャ

の
思
い
に
背
を
向
け
た
」

と

批
判
。

退
女
教

の
内

日
順
子
会
長

は

「
非
力
で
あ
っ
て
も
無
力

で
は

公
園
か
ら
妹
尾
ま

で
、

「
コ
ー

ス

最
大

の
難
所
」

笹
ケ
瀬
川

・
旧
児

島
線
も
無
事
通
過
、

途
中

「
行
進

団
カ

ン
パ
」

が
寄
せ
ら
れ
た
り
、

子
ど
も
連
れ

の
母
子
が

手
を
振
っ

て
の
応
援
が
あ
っ
た

（
写
真
①
）

ま
た
、

２７

日
に
は
県
平
和
セ
ン

タ
ー

（
梶
原
洋

一
議
長
）

と
等
一岡

～

大
門
を
行
進
、

原
水
禁
広
島

の

行
進
国
に
引
き
継

い
だ

（
写
真
②
）

運
動
は
若
い
人
に
も
引
き
継
が

れ
て
い
て
、

２３

日
、

岡
山
市
原
爆

死
没
者
供
養
塔

（
東
山
）

の
清
掃

が
地
元
中
学
生
ら
に
よ
っ
て
毎
年

行
わ
れ

て
い
る
。

（
写
真
③
）

り
広
げ
、

通
行
中

の
女
性

が
立
ち

止
ま
っ

て
聴

い

て
い
た
。

毎
月

の
党
定

例
街
宣
も
続
け
て
お
り
、

２６

日
も

駅

マ
ツ
キ

ヨ
前

で
県
連
合
役
員
が

交
代

で
マ
イ
ク
を
持
ち
、

前

日
ま

で
国
会
審
議

の

「
加
計

。
日
報
」

問
題
や
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
を
取
り
上

げ

て
社
民
党

の
政
策
を
訴
え
た
。

議
熙
ン
ン

安
保
法
制
違
憲
訴
訟

の
岡
山
原

告
団
は
７
月
‐２
日
、

岡
山
地
裁

で

第
３
□
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

法
延
で
は
４
人
が
堂
短
と
発
言
、

法
廷
を
埋
め
た
億
輛
者
か
ら
拍
手

が
起

こ
り
、

裁
判
長
か
ら
注
意
を

受
け
る
場
面
が
あ
っ
た

（
裏
面
）

へ
「

⇔
門

”
北
軸
”
卵
韓
争
お
貯
。

織
女
星
、

牽
牛
星
な
ど
夜
空
に
輝

く
星
は
、

肉
眼
で
見
え
る
も

の
で

約
８
千
個
、

全
天
球

の
北

・
南
半

球

で
は
そ

の
倍
ほ
ど
か

▼
満

天
に

輝
く
星

の

一
つ
ひ
と

つ
が
太
陽
と

同
じ
自
ら
光
を
出
す
恒
星
で
あ
る

こ
と
に
、

な
ぜ
か
不
思
議
な
感
動

を
覚
え
る
。

当
た
り
前

の
よ
う
に

輝
く
星
を
改
め

て
意
識
し
て
か
ら

の
こ
と
だ

▼
意
識
し
な
く
て
も
星

は
輝
き
続
け
る
が
、

意
識
す
る

こ

と
で
新
た
な
発
見
や
興
味
、

変
化

に

つ
な
が

る
。

私
た
ち

の
日
常

で

も
、

多
く

の
場
合
、

見
て
意
識
し

な
い
か
、

情
度
し
て
見
な

い
こ
と

に
す
る
か
だ

▼

「
パ

ン
と
サ
ー

カ

ス
」

と
は
、

古
代

ロ
ー

マ
市
民
を

支
配
し
た
為
政
者
が
食

べ
物
と
娯

楽

で
政
治

へ
意
識
を
向
け
さ
せ
な

い
手
法
だ

っ
た
。

今

で
は
フ
エ
イ

ク

（
う
そ
）

ニ
ュ
ー

ス
と
知
ら
せ

な

い
情
報
操
作
か

▼
国
会
閉
会
中

の

「
加
計

・
自
衛
隊

日
報
」

問
題

は
、

森
反
学
園

の
教
育
勅
語
や
国

有
地
売
却
問
題

へ
疑
問

（
意
識
）

を
持
っ
た
地
元

・
豊
中
市
議
か
ら

始
ま
っ
た
。

お
ご

り

の
反
だ
ち
政

治

で
、

国
民
の
声
を
意
識
す
る

こ

と
を
忘
れ
た
代
償
は
大
き

い

（
の
）

①17日、岡山～妹尾の行進国
②27日笠岡～大門(福山)引継ぎ
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岩居星三目警扇
畜
し`只望只薯::::

山 話 月 間 第 会 ・

烏1景昌手 窒
会 歓 8L 8

③中学生も参加して供養塔を清掃

ヒ い 器参効 爆 いヒ方核た止
口今憤廃加性一者経バのの

°
条核

シ年 り絶
Lな

力の験ク否威核約兵
マもをををい

｀
思をシ定嚇兵

L器

・あも求表と日しヽ世 ヤヘも器がを
すら つめ明ア本が界の大禁廃

｀
法

ガゆてる しメは汲に文き止絶 1的
サる糾民た り核み発言なすの 2に
キ核弾意

°
力保取信が意る大 2禁

とのすに唯に有 らし盛味もき力止
平廃る背―追国れ続 りがのな国す
不□絶

Cを
の随がてけ込あで一のる

へを 向 被 し参いたまる
｀
歩賛国

の求  け 爆
｀
加る広れ

°
核を成連

行め た 国 ¬し
°
島

｀
そ抑踏での

進て こ と交な  。 筆の止み採 ¬

がフ と し渉しヽ 長 舌前力出択核
続ク に てへた 崎 し文の しさ兵
くシ  ｀ 核のめ の がに者たれ器°

マ 強 兵不実 被 たはえ
°
 禁

‖廟 夢ぎぎ雪富号i雪事 品薦 3も違
=]

‖ゴ
ーヤ (丸ごと)lkg ・ 砂糖 200g     ‖

!しょう油 ・酢 各 1 00cc
!豊希?翠じ整茸争鉾 ゴマ・鰹節各適豊 !
‖〇ゴーやの種、わたを取リスラィ反する
岩②熱湯でさつと苅でザル
‖にあげる (しぼらない)
‖③砂糖 。しょう油 ・酢を
‖
一煮立ちさせた中に、

1言病子と言富第尋誉唇I
‖④汁気がなくなつたら火

毎
月

９
日
の
ス
ト
ツ

プ

戦
争
法
総
が
か
り
行

動

の
街
宣
を
７
月
９

日

も
駅
西
□
さ
ん
す
て
前

で
開
催
、

５
５
名
が
参

加

し
た
。

各
党

マ
イ
ク
リ
レ
ー

で
社
民
党
試
本
幹
事
長

は
、

　
一
億
総
監
視
社
会

を
も
た
ら
す
共
謀
罪
や

憲
法
９
条
改

憲

の
動
き
を

批
判
し
た
。

話
題
と
な

っ

た

「
暴
言
」

議
員

の
言
葉

を
も
じ
っ
て
、描

核
兵
器
禁
止
条
約

の
採
択
に
加
わ

ら
な
か
っ
た
日
本

の
態
度
を
批
判

す
る

「
ち
が

う
だ

コ
ー

ル
」

を
繰

‖を止め、鰹節 ・ゴマを入
‖れる (ひ)
ど、、、■、、■、、こ弓ヽ ■ヽヽ もヽヽ ■■■、

党県連合活動 国諭
7/3 ア ベ政治を許さないプラスター行動
7/8 全 国機関紙会議 (大阪 :野崎)
7/11 「 新報」読者会
7/12 戦 争法違憲訴訟 意 見陳述 (岡山地裁)
7/13 1・ 2区 党員会議 (岡山)
7/17 原 水禁県民会議 。平和行進 (岡山)
7/19 ス トップ戦争法 総 がかり
7/23 原 爆死没者供責塔 ・清掃  (岡 山市)
7/24 さ よなら原発実行委
7/26 党 定例街宣 (岡山)
7/27 平 和行進 。県平和センター (広島引継ぎ)
7/28 お かやまいっぽん意見交換会
′′  弓 之町 ・Bき事問題懇話会

8/4～ 5 原 水禁 ・広島 (10)
8/19 総 がかり 13:00 駅 西□さんすて

鶴 宮

な

い
。

何
が

で
き
る
か
、

何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
か
」

と
平

和
運
動
継
続

の
重
要
性
を

訴
え
た
。

市
内
大
供

良

ヽ ミさ畿 楽`

根室ながきり昆布
200g 1000円

社民党県連含まで

7/26・マイクを持つ武本幹事長

1鋼.翠.晴.…員.……f


